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用語の定義  

 

◼ 専門学校（専修学校専門課程） 1 

 職業若しくは実生活に必要な能力を育成し、又は教養の向上を図ることを目的

として設置される専修学校のうち、高等学校を卒業した者又はこれと同等以上の

学力があると認められた者を入学資格とした専門課程を設置する学校。高等教育

機関として位置付けられている。所定の大学入学資格を満たしており、かつ、こ

の課程（修業年限が 2 年以上、総授業時数が 1,700 時間以上又は  62 単位以上で

あるもの）を修了した者は大学への編入資格が認められる。これらの課程のうち、

文部科学大臣が認めた課程の修了者については「専門士」の称号が付与される。

また、修業年限が 4 年以上で、総授業時数が 3,400 時間（124 単位）以上あるな

どの要件を満たし、文部科学大臣に認められた課程の修了者については、大学院

への入学資格が認められる。これらの課程のうち、文部科学大臣が認めた課程に

ついては「高度専門士」の称号が付与される。  

 

◼ 職業実践専門課程 2 

 専修学校の専門課程であって、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成す

ることを目的とし、企業等と密接に連携して、専攻分野における実務に関する知

識、技術及び技能について組織的な教育を行うものとして、文部科学大臣が認定

して奨励することにより、専修学校の専門課程における職業教育の水準の維持向

上を図ることを目的とするもの。企業と連携して、実習、実技、実験又は演習の

授業を行っていることが認定の要件の一つになっている。2013 年 8 月に関連規定

が導入された。  

 

◼ ポートレートシステム（職業実践専門課程ポートレートシステム）  

 インターネットを活用し、職業実践専門課程認定校が、同課程に認定された課

程（学科、コース等）ごとに公表すべき「職業実践専門課程の基本情報」を編集

し、一般利用者がその情報を一元的に参照できることをねらったデータベースア

プリケーションシステムの仮の名称。大学等においては、大学改革支援・学位授

与機構が主体となって、大学等の情報を一元的に管理する「大学ポートレート 3」

がある。本ポートレートシステムは、その趣旨を専修学校職業実践専門課程に適

用してオリジナルなものとして開発を企図しているものである。  

                                                   
1 大学改革支援・学位授与機構「高等教育に関する質保証関係用語集」より  

http://jheds.jpn.org/mediawiki/index.php?title=専門学校（専修学校専門課程）  
2 大学改革支援・学位授与機構「高等教育に関する質保証関係用語集」より  

http://jheds.jpn.org/mediawiki/index.php?title=職業実践専門課程  
3 ホームページは https://portraits.niad.ac.jp/である。  

http://jheds.jpn.org/mediawiki/index.php?title=
http://jheds.jpn.org/mediawiki/index.php?title=
https://portraits.niad.ac.jp/
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要件定義にあたって主として参照する資料  

 

 ポートレートシステムの要件定義に当たっては、「職業実践専門課程の基本情報」

に関する定義や指針を参照する必要がある。本書では主に下記の二つの文書を参

照している。  

 

◼ 職業実践専門課程として認定する専修学校の専門課程の推薦等の手

続について（依頼） （以下「文科省依頼文書」）  

 職業実践専門課程に認定された専門学校が行うべき手続きに関して、毎年（8

月ごろ）文部科学省が都道府県に対して、認定校の推薦を依頼する形で発する文

書である。この文書の中に、職業実践専門課程の基本情報など、公開すべき情報

が具体的に示されている 4。  

 

◼ 全専各連「職業実践専門課程」に係る手引書 （以下「全専各連手

引」）  

 職業実践専門課程の認定要件の具体的な指針として、全国専修学校各種学校総

連合会（以下「全専各連」）が定めた文書である。職業実践専門課程の基本情報の

各項目の記述方法や情報公開の方法などに関する具体的指針が示されている 5。  

 

 

                                                   
4 平成 30 年度の場合、次の URL にある。  

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/08/2

3/1339275_1.pdf 
5 本資料は次の URL からダウンロードできる。  

http://www.zensenkaku.gr.jp/shokugyo_jissen_shishin/index.html  
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1  ポートレートシステム導入の目的 

 

1.1  ポートレートシステム導入の前提 

 「ポートレートシステム」の導入は、職業実践専門課程として認定された専修学校が公

開すべき情報を一元的に管理し、情報の提供側（専修学校）、情報の利用側（一般利用者な

ど）双方にとって、現状に比べてメリットをもたらす状況を産み出すことが目的である。 

 

図 1 文部科学省ホームページ（「職業実践専門課程」の手続き）6 

 

 図 1 は「職業実践専門課程」に関する手続きを示した文部科学省のホームページである。

図の下部にある、「職業実践専門課程として認定する専修学校の専門課程の推薦等の手続き

について（依頼）」をクリックして表示される PDF は毎年更新され、そこでは、職業実践

専門課程として認定された学科・コース等を有する専修学校（以下「認定校」）が毎年行う

                                                   
6 http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1339274.htm （2019 年 2 月 4 日） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1339274.htm
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手続きが示されている。 

 その手続きのうち、情報システムの観点から最も重要な情報は、認定校が毎年ホームペ

ージ等を通じて公開しなければならない「職業実践専門課程の基本情報」（以下「基本情報」）

の様式（図 2）である。 

 

図 2 職業実践専門課程の基本情報（様式 4 の例） 
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図 1 の最下部にある「別紙様式…」のリンクは、図 2 に示した基本情報の様式を、表

計算ソフト（Microsoft Excel）のファイル形式で入手するためのものである。 

認定校はこのリンクから必要なファイルを入手し、「職業実践専門課程として認定する

専修学校の専門課程の推薦等の手続きについて（依頼）」の内容にしたがってファイルを編

集し、ホームページ上でこれを公開しなければならない。 

表計算ソフトのファイル形式で基本情報を編集してホームページ上で公開することは、

一見すれば、認定校側、公開された情報を利用する側にとって有用なことである。しかし、

表計算ソフトの 1 つのファイルは、ある年度のある認定課程に関する情報しか格納できな

い。すなわち、他の年度や同一の学校の他の認定課程と独立した存在になっている。また、

情報を公開するのはホームページ上の任意のページである。これらのことが、情報システ

ムの観点から見たとき、数多くの問題を抱える要因であるとの認識が、ポートレートシス

テム導入の検討の出発点となっている。 

本書では、以下、 

・文部科学省が定めた、基本情報として公開すべき項目を所与とする 

・基本情報を一元的に管理する手段としてデータベースアプリケーションを 

 ポートレートシステムとして位置づける 

ことを前提として、そのシステムがもつべき要件に関する記述を中心に展開していく。  

 

1.2  ポートレートシステム導入の目的 

 本事業において開発するシステムは「データベースシステム」を活用し、Web アプリケ

ーションによってユーザーとのアクセスを可能にするデータベースアプリケーション（DB

アプリ）であることが前提である。 

 この DB アプリの目的は次のようにリストアップできる。 

⚫ 利用者による一元的なアクセス 

 職業実践専門課程認定校（以下、「認定校」）や認定課程そのものの情報を知りたい

一般ユーザーにとって一元的なアクセスを可能にする。 

⚫ 基本情報の編集の効率化 

 認定校にとって、現状「職業実践専門課程の基本情報（以下、「基本情報」）」として

毎年提出を求められている表計算ソフトファイルの編集の手間を改善する。  

⚫ 基本情報の整合性の確保 

 認定校にとって、基本情報を編集するための表計算ソフトファイルの情報の整合性

を保つ。 

 以下、これら三つの目的のそれぞれについて、背景を含めた詳細を記述する。 
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1.2.1  目的１：利用者による一元的なアクセス 

  

 全専各連指針では、情報公開ページの内容が具体的に示され、かつ、図 3 のように、ト

ップページに情報公開ページへのリンクを設定するレイアウトが示されている。  

 

 

図 3 全専各連指針が示したホームページレイアウト事例 

 

 多くの専門学校がこの指針にしたがって、「情報公開」のページを別に用意し、トップペ

ージから一度のクリックで表示できるようにしているが、そうでない学校も多い。要する

に、一般利用者は、基本情報を「探す」ことに手間をかけなければならない現状にある。

苦労してやっと探し当てた挙句、それをクリックしたら「Not Found」になったり、何年

も更新されていない古い情報であったりするケースもある。 

 たとえ、すべての学校が全専各連指針にしたがった情報公開を行ったとしても、学校の

ホームページを検索するところから始めて、いくつかの手間をかけなければ目的とする情

報にたどり着かない。この不都合な状況を解消し、一元的に全国の基本情報にアクセスで

きる仕組みを構築することが、ポートレートシステムを開発する第一の目的である。  

 

1.2.2  目的２：基本情報の編集の効率化 

 

 基本情報を公開するひな形として提供されているものは、表計算ソフトのファイルであ

る。一つのファイルはある年度における 1 つの認定課程に対応したもので、他の年度のも

のと独立であるし、同じ学校の他の認定課程のものと独立である。しかも、入力すべき項

目は示されているが、その入力欄は白紙に等しいものである。 

 このファイルを編集する上で、基本的な機能を利用するという意味で、表計算ソフトの

操作に関する習熟度の違いは問題にならないと思われるが、過去の年度からの情報や同じ

学校の他の認定課程の情報からの継承という側面で考えると、マクロ機能を活用するとか、

パラメータテーブルを用意して入力の簡素化を図るとか、そのような工夫の可能性が感じ
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られる。この可能性の実現を考えると、そこでは操作に関する習熟度の違いが影響するも

のと推察でき、結果として、基本情報の編集の効率性に影響を与えると思われる。 

 このような影響を考えると、コピーすることが可能なところはコピーする、パラメータ

から入力することを可能にする、必要に応じてパラメータを自身で登録できるなど、多く

の認定校で共通に使用でき、かつ、効率化を図ることができるようにすることも、ポート

レートシステム開発の目的の一つであると考えられる。 

 

1.2.3  目的３：基本情報の整合性の確保 

 

 ひな形として提供されるファイルの入力欄は「白紙」の状況である。白紙であるからま

ったく自由に、どのような性質の情報も受け入れられるメリットがある反面、さまざまな

情報の不整合を産み出す温床にもなりうる。 

 典型的な例として、「学校名」が挙げられる。職業実践専門課程の認定単位は、通常、あ

る「学校」の一つの「学科」である。一つの学校にある複数の「学科」が認定を受けてい

る場合、当然、両者の同一年度における「学校名」は同じである（図 4）。 

 

 

図 4 設置者、学校、学科の関係 

 

 しかし、現状では、ファイルは学科ごとに独立に編集するため、両学科の基本情報にお

ける「学校名」が異なる可能性がある。常識的にこのようなことは起こりにくいが、専門

学校の場合、学校名が変わることがままあり、このような場合に、一つは修正したが、も

う一つを修正し忘れたといったケースが起こりうる。学校名にカタカナや数字がある場合、

一方が全角、他方が半角になっているというケースもありうる。 

 データベースシステムを前提にポートレートシステムを開発する一つの目的として、こ

のような情報の不整合が生じないようにすることが考えられる。  
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2  ポートレートシステムの概要・構想 

 

2.1  システム化の対象領域 

 ポートレートシステムを社会的情報システムの視点からとらえると、職業実践専門課程

に関する情報を認定校が一元的に編集し、その情報を必要とする利用者が一元的なユーザ

インタフェースの上で利用する、学校と利用者をつなぐための情報システムの一つとして

位置付けることができる。 

 認定校が公開すべき基本情報は規制によって決まっているが、認定校が基本情報を導き

出す学務システム、教務システム等は、それぞれの学校が運営管理するシステムとして位

置付けられるので、システム化の対象外として考えられる。一方、利用者がポートレート

システムから得られる情報を利用して何がしかの情報処理を行うシステムは、それぞれの

利用者のニーズは異なるので、これもシステム化の対象外として考えられる（図 5）。 

 

 

図 5 ポートレートシステムの対象領域 

 

 なお、図 5 で「利用者それぞれのニーズ」を範囲に含めているのは、現状、基本情報を

表計算ソフトの形式で公開する方法は、出力が画一的であるのに対し、ポートレートシス

テムでは、このニーズをとらえて、情報システムの視点から利用者が利用しやすいように

開発することが想定されるからである。  
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2.2  システムの概念 

  

2.2.1  システムの概要・概念 

  

 前節で定義したとおり、ポートレートシステムは認定校と、認定校が公開する情報の利

用者を結ぶインターフェースとして位置付けられ、ここで公開すべき情報は「職業実践専

門課程の基本情報」として制度上定められたものである。 

 ポートレートシステムを実際に操作するのは、認定校と一般利用者であるから、誰もが

操作できるインフラの上に作る必要がある（図 6）。 

また、そのインフラの上に立てられるものは、 

・学校（認定校）が基本情報を編集する仕組み（A） 

・一般利用者が基本情報を参照する仕組み（B） 

ということになる（図 6）。 

 

 

図 6 ポートレートシステムの概念 

 

 A では、数百にものぼる認定校が、自身の学校にある学科・課程に関する情報を編集す

る機能が求められる。そこでは、自校の情報のみを編集する権限の設定が求められる。  

 一方、B では、インターネット上の検索エンジンと同様、参照したい学校の情報を検索

できる機能が必須であると考えられる。また、基本は、学校単位の検索になるが、学校を

横断した情報、たとえば、美容学校を指定して、指定した学校の情報項目をまとめて入手

し、各種資料の作成に役立てるなど、利用者個々のニーズに合った情報システムのインプ

ット情報を獲得するための検索機能などが必要とされる可能性もある。 
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2.2.2  システム構成図 

 

 本事業では、誰もが操作できるインフラ（インターネット＋ブラウザなど）の使用を前

提とし、学校が提供する情報として「職業実践専門課程の基本情報」を所与とし、これを

認定校が編集して、一般利用者が参照するという概念のもとにシステムの構成をイメージ

した。 

 システム面から見た概念図、ハードウェア構成図、ネットワーク構成図、ソフトウェア

構成図は次に示すとおりである。 

 

① システム概念図 
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② ハードウェア構成図 
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③ ネットワーク構成図 
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④ ソフトウェア構成図 

 

  



12 

3  ポートレートシステムの業務フロー 

 

3.1  認定校における業務フロー 

 ポートレートシステムは、その目的から、インターネット上に配置されたデータベース

アプリケーションとして稼働することが想定される。ポートレートシステムの範囲におい

て、認定校では、そのアプリケーションを操作した「基本情報の編集」が主業務である。 

 一般に、データベースアプリケーションでは、情報を一元的に、かつ、整合性を保って

管理するために、テーブルの構造が多重になる。したがって、情報の編集操作は、通常の

表計算ソフトを平面的に編集する場合に比べて立体的なものにならざるを得ず、初期導入

の段階において、操作者の「研修」業務が必要になる。ひとたび「研修」を受ければ、基

本情報の編集業務は、年度ごとの編集関連業務の繰り返しになるので、年度ごとの業務は、

次のような流れになることが想定される。 

・編集すべき基本情報の内容確認 

・基本情報の編集（ポートレートシステムの操作） 

・編集結果の確認（ポートレートシステムの操作） 

まとめると、認定校において想定される業務フローは図 7 のようになる7。 

 

図 7 認定校において想定される業務フロー 

 

3.2  利用者側における業務フロー 

 

 ポートレートシステムを一般利用者が利用する局面として圧倒的に多いと考えられるも

のは、目的とする学校に関する公式の情報を、本システムから獲得することである。その

                                                   
7 現状では、基本情報の公開が毎年 8 月末までとなっており、一方で、基本情報のうち、定員その他の

数値に係る部分は 5 月 1 日現在の「学校基本調査」と共通することから、年度ごとの業務は 7～8 月に実

施されると想定される。 
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行動においては、目的とする学校を特定するために、さまざまな角度から検索を行い、当

該学校にたどり着く「検索」が最初のアクションになる。目的の学校を検索できたら、ポ

ートレートシステムが持つ機能を活用して、当該学校の情報の全部または一部を「出力」

し、「参照」することが次のアクションである。本システムの目的と照らせば、業務フロー

として、ここまでが必須である（図 8）。 

 

図 8 利用者において想定される業務フロー 

 

 この先、つまり、ポートレートシステムの出力情報を入力情報に変えて、各利用者が想

定する情報利用の目的は無限に考えられる（図 8）。利用者の立場や地位をいくつか想定

して列挙すると、次のような状況が考えられる。 

⚫ 専門学校進学検討者 

 ある職種に就くために、そのことを可能にする専門学校を検索して、検索結果を利

用する。 

 通学範囲にある専門学校を調べるために、一定の地域に所在する専門学校を検索し

て、検索結果を利用する。 

⚫ 高等学校の進路指導教諭 

 経済的支援が必要なある生徒のために、学費を条件に検索して、その安い順に並べ

た認定課程リストを作成する。 

 ある職種に適した生徒に進学先を薦めるために、当該職種の人材育成面で高い学修

成果をあげている認定課程リストを作成する。 

⚫ 行政の担当者 

 補助金の支給要件にかなう認定課程かどうか調べるために、その要件を条件とした

検索を行って、要件を満たす認定課程を抽出する。 
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 以上のような状況を想定し、それらのニーズに合わせたポートレートシステムの出力機

能を考えると、ある学校や認定課程の単年度の情報を出力するだけでは収まらない。すな

わち、学校間にまたがる情報を何らかの形で集約して出力する機能が必要になり、それは

明らかに、システム機能の過剰要求となるので、少なくとも、本システムの要求機能とす

ることはできない8。 

 

3.3  システム運用管理における業務 

 ポートレートシステムの使用者数を想定すると、認定校だけでも千に近い数（認定課程

で数えれば三千に近い）にのぼり9、一般利用者は進学検討者も考えれば数十万人単位にの

ぼることが想定される。これだけの使用者が想定される本システムでは安定した運用管理

を欠かすことができず、運用管理業務の定義、人材確保、安定した稼働のための体制づく

りが不可欠である。 

 特に、権限管理が必要となる認定校側の使用においては、アカウントの厳重な管理がシ

ステム運用管理の主業務の一つとして挙げられる。本システムの本番運用の当初の段階で

は、アカウントの申請・発行、使用方法の研修業務が集中し、初期運用段階をクリアーし

た先も、アカウントの管理、操作に関する問合せ対応が必要となる。また、一般利用者に

ついては、無条件でアクセスを認めるので、アカウントの管理は必要ないが、本システム

の重要性を考慮すれば、問合せ対応も業務の一つとして定義することが必要である。  

 なお、システムの保守面、特に、アプリケーションの保守業務は、バグ対応だけでなく、

基本情報の様式が毎年度見直させるので、年に一度、様式の変化の程度に比例した量だけ

発生することになる。ただし、保守業務は開発業務の一つであるので、その定義は本文書

作成の範囲外となるので、ここではそのような業務の発生がありうることを注記するにと

どめる。 

  

                                                   
8 データベースアプリケーションとして開発するのであれば、一定のフォーマットでディジタル出力、

たとえば、項目の順を決めて、ある年度のある認定課程に関する情報を CSV（comma separated value）

形式出力するような仕様は十分検討に値する。なぜなら、CSV 出力データを蓄積し、それらを入力情報

として新たな情報を生成する情報システムの開発ニーズに応えることがしやすいからである。 
9 文部科学省の発表によれば、平成 30 年 2 月 27 日現在、認定校は 954 校（専門学校全体の 33.8%）、

認定課程は 2,885 学科（修業年限 2 年以上の学科の 38.9%）である。 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/02/__icsFiles/afieldfile/2018/02/27/1401917_6_1.pdf  
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4  機能要求 

 

4.1  要求機能 

 本ポートレートシステムに要求される機能の第一は、職業実践専門課程制度のもとで定

義された「職業実践専門課程の基本情報（以下「基本情報」）」に準拠データの編集機能と

その出力（表示）機能である。したがって、本章ではまず、文部科学省が基本情報として

定める各項目について、その定義とデータの整合性の維持に係る注意点をまとめる。「編集

機能」とその「出力（表示）機能」については、章を改め、第 5 章で説明する。 

 

4.2  「職業実践専門課程の基本情報」の要件 

 以下、基本情報について、文部科学省が求めている要件10と、データベース（DB）シス

テムの仕様に係る注意点を表の形でまとめる。 

 

表 1 様式４（１）が求めている項目 

No 項目名 要件 DB 上の注意点 

1 学校名 学則に記載されている名称で
告示 

同一学校の複数の課程間で同
一である必要 

2 設置認可年月日 西暦年/月/日で入力 同上 

3 校長名  同上 

4 所在地  同上 

5 設置者名  同一の設置者が設置した複数
の学校の複数の課程で同一で
ある必要 

6 設置認可年月日 西暦年/月/日で入力 同上 

7 代表者名  同上 

8 所在地  同上 

9 分野 学則に記載されている名称で
告示（「工業」「農業」「医療」「衛
生」「教育・社会福祉」「商 

業実務」「服飾・家政」「文化・
教養」の「いずれか） 

8 つの選択肢から選択する仕様 

10 認定課程名 学則に記載されている名称で
告示 

 

11 認定学科名 学則に記載されている名称で
告示 

 

12 専門士 認定を受けた告示の番号「平成
○年文部科学省告示第○号」ま
たは告示された年月日 

 

13 高度専門士 同上  

14 学科の目的 職業に必要な実践的かつ専門
的な能力を育成することを目
的としていることが分かるよ
うに、学科の目的を具体的に記
入 

 

                                                   
10 必要に応じて、「文科省依頼文書」および「全専各連手引」を引用している。  
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No 項目名 要件 DB 上の注意点 

15 認定年月日   

16 修業年数 「2」、「3」、「4」、「2 および 3」、
「2 および 4」、「3 および 4」、
「2，3 および 4」から選択 

7 つの選択肢から選択する仕様 

17 昼夜 「昼間」「夜間」「昼間および夜
間」から選択 

3 つの選択肢から選択する仕様 

18 全課程の修了に必要な総授
業時数又は総単位数 

卒業するのに必要な時間数又
は単位数 

 

19 講義 総授業時数または総単位数（必
修、選択合わせて） 

選択科目の授業時数（単位数）
も含むので、19～23 の合計は
18 の値以上もありうる 

20 演習 同上  

21 実習 同上  

22 実験 同上  

23 実技 同上  

24 生徒総定員 全学年の生徒の定員数  

25 生徒実員 全学年の生徒の実員数  

26 留学生数 25 の値の内数  

27 専任教員数 認定学科の総員数  

28 兼任教員数 同上  

29 総教員数 同上  

30 学期制度：前期 学則など、各学校で定める学期
制度 

 

31 学期制度：後期 同上  

32 成績評価：成績表 「有」「無」から選択 2 つの選択肢から選択する仕様 

33 成績評価：成績評価の基準・
方法 

成績評価の基準・方法につい
て、簡潔に記入 

 

34 長期休み：学年はじめ 学則など、各学校で定める学期
制度 

 

35 長期休み：夏季 同上  

36 長期休み：冬季 同上  

37 長期休み：学年末 同上  

38 卒業・進級条件 卒業条件及び進級条件につい
て簡潔に記入 

 

39 学修支援等：クラス担任制 「有」「無」から選択 2 つの選択肢から選択する仕様 

40 学修支援等：個別相談・指導
等の対応 

長期欠席者への指導等の対応
や入学前教育、生活指導など学
校が取り組んでいる学修支援
等について簡潔に記入 

 

41 課外活動：課外活動の種類 課外活動の種類（学生自治組
織、ボランティア、学園祭等の
実行委員会等における活動等）
について、簡潔に記入 

 

42 課外活動：サークル活動 「有」「無」から選択 2 つの選択肢から選択する仕様 

43 就職等の状況：主な就職先、
業界等 

  

44 就職等の状況：就職指導内容 主な就職先、業界に対する知見
を深めるセミナーの開催やカ
ウンセリングの実施等、学校が
独自に取り組んでいる就職指
導について、簡潔に記入 

 

45 就職等の状況：卒業者数 ①「就職率」については、就職
希望者に占める就職者の割合
をいい、調査時点における就職
者数を就職希望者で除したも
のとする。 

②「就職率」における「就職者」
とは、正規の職員（雇用契約期
間が１年以上の非正規の職員
として就職した者を含む）とし
て最終的に就職した者（企業等

 

46 就職等の状況：就職希望者数  

47 就職等の状況：就職者数  

48 就職等の状況：就職率 47 の値／46 の値 

49 就職等の状況：卒業者に占め
る就職者の割合 
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No 項目名 要件 DB 上の注意点 

から採用通知などが出された
者）をいう。 

③「就職率」における「就職希
望者」とは、卒業年度中に就職
活動を行い、大学等卒業後速や
かに就職することを希望する
者をいい、卒業後の進路として
「進学」「自営業」「家事手伝い」
「留年」「資格取得」などを希
望する者は含まない。11 

50 就職等の状況：その他 他の高等教育機関への進学状
況等について、任意で記入 

 

51 主な学修成果 (資格・検定
等)：国家資格・検定/その他・
民間検定等 

取得目標とする資格・検定等が
ある場合は①国家資格・検定の
うち、修了と同時に取得可能な
もの、②国家資格・検定のうち、
修了と同時に受験資格を取得
するもの、③その他（民間検定
等）の種別区分とともに名称、
平成 29 年度卒業生に関する受
験者数及び合格者数を記入 

取得目標とする資格・検定（不
定数）は当該課程において毎年
変わるようなものではなく、マ
スターデータとして登録する
仕様が考えられる。また、その
中で、種別として①～③のいず
れかを選択する仕様が必要で
あると考えられる。 

52 主な学修成果 (資格・検定
等)：自由記述 

学生・卒業生のコンテストの入
賞状況等が代表的な学修成果
として認められる場合は、本欄
に記入 

 

53 中途退学の現状：中途退学者 「平成 29 年 4 月 1 日時点に
おいて、在学者○○名（平成 29 

年 4 月 1 日入学者を含む）、平
成 30 年 3 月 31 日時点におい
て、在学者○○名（平成 30 年
3 月 31 日卒業者を含む）」の
ように、中退率の計算ができる
ように在学者数及び中退者数
の根拠となる数字を記入 

 

54 中途退学の現状：中退率  

55 中途退学の現状：中途退学の
主な理由 

学校生活への不適合、経済的問
題、進路変更等中途退学の主な
理由について、簡潔に記入 

 

56 中途退学の現状：中退防止・
中退者支援のための取組 

中途退学を防止するための対
応策だけでなく、進路変更等の
積極的な理由で中途退学する
者への支援策についても記入 

 

57 経済的支援制度：学校独自の
奨学金・授業料等減免制度 

制度の有無について、「有」「無」
から選択 

2 つの選択肢から選択する仕様 

「有」の場合は、制度内容につ
いて記入 

 

58 経済的支援制度：専門実践教
育訓練給付  給付対象 /非給
付対象 

対象となっているかについて、
「給付対象」「非給付対象」か
ら選択 

2 つの選択肢から選択する仕様 

「給付対象」となっている場合
は、前年度の給付実績者数につ
いて任意で記入 

 

59 第三者による学校評価 民間の評価機関等から第三者
評価を「受けている」か「受け
ていない」から選択 

2 つの選択肢から選択する仕様 

「受けている」場合、評価団体
名、受審年月、評価結果又は評
価結果を掲載したホームペー

 

                                                   
11 「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」より  
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No 項目名 要件 DB 上の注意点 

ジの URL を記入 

60 該当学科のホームページ
URL 

ホームページの URL  

 

表 2 様式４（２）が求めている項目① 

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、

授業科目の開設その他の教育課程の編成を行っていること。」関係 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

61 （１）教育課程の編成（授業
科目の開設や授業内容・方法
の改善・工夫等を含む。）に
おける企業等との連携に関
する基本方針 

⚫ 専攻分野に関する企業、関係
施設、関係団体等（以下「企
業等」）の要請等を十分にい
かしつつ実践的かつ専門的
な職業教育を主体的に実施
するにあたり、どのような方
針に基づいて取り組んでい
るか具体的に記入 

⚫ 教育課程編成委員会等によ
る取組の他、生徒の就業先の
業界における人材の専門性
に関する動向、国又は地域の
産業振興の方向性、新産業の
成長に伴い新たに必要とな
る実務に関する知識、技術、
技能などを把握するため、教
育課程編成委員会等の委員
の所属先以外の企業等への
ヒアリングやアンケート等
を別途実施しその結果を教
育課程編成委員会等におい
ても活用するなどの取組を
行っている場合は併せて記
入 

 

62 （２）教育課程編成委員会等
の位置付け 

教育課程編成委員会等におけ
る審議結果が教育課程に反映
される過程を記入 

 

63 （３）教育課程編成委員会等
の全委員12の名簿 

一人の委員について、名前、所
属、任期、種別（注釈の①～③）
を記入 

教育課程編成委員会の委員名
簿はマスターデータとして登
録する仕様が考えられる。ま
た、その中で、種別として①～
③のいずれかを選択する仕様
が必要であると考えられる。 

64 （４）教育課程編成委員会等
の年間開催数及び開催時期 

年２回以上開催（委員が参集せ
ずに書面のみにより開催する
場合は含みません。）している
ことが分かるように年間の開
催数や開催時期、開催日時（実
績）について具体的に記入 

 

65 （５）教育課程の編成への教 授業科目の開設や授業内容・方  

                                                   
12 教育課程編成委員会の委員については、「文科省依頼文書」等で、次のように構成することが求めら

れている。 

専攻分野に関する企業等の役職員から広く選任することが望ましいですが、少なくとも、以下の①から

③において、①又は②から１人、③から１人が委員として参画することが必要です。 

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、地方公共団体等の役職

員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。） 

②学会や学術機関等の有識者 

③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員 
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No 項目 要件 DB 上の注意点 

育課程編成委員会等の意見
の活用状況 

法の改善・工夫等について、授
業科目名や概要などを引用し
つつ具体的に記入（ただし、す
ぐに意見が反映できていない
場合においては、今後の検討課
題という位置づけで記入） 

 

表 3 様式４（２）が求めている項目② 

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の

授業を行っていること。」関係 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

66 （１）実習・演習等における
企業等との連携に関する基
本方針 

実習、実技、実験、演習（以下
「実習・演 

習等」）の授業において、企業
等との組織的な連携を通じて
実践的かつ専門的な職業教育
を行うにあたり、どのような方
針に基づいて取り組んでいる
か概要を記入 

 

67 （２）実習・演習等における
企業等との連携内容 

推薦学科又は学校と企業等が
締結している協定書等（覚書、
契約書等を含む。）や、推薦学
科又は学校と企業等の役職員
が契約している講師契約書等
に基づいて、授業内容や方法、
実習・演習等の実施、及び生徒
の学修成果の評価について連
携していることが分かるよう
に、企業等との連携内容につい
て概要を記入 

 

68 （３）具体的な連携の例 「企業等との連携」を行ってい
る科目から 5 つを選択し、「科
目名」「科目概要」「連携企業等」
を記入 

様式４（３）の情報として編集
した授業科目を参照して編集
する仕様が考えられる。 

 

表 4 様式４（２）が求めている項目③ 

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っ

ていること。」関係 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

69 （１）推薦学科の教員に対す
る研修・研究（以下「研修等」
という。）の基本方針 

職業に関連した実務に関する
知識、技術及び技能並びに、授
業及び生徒に対する指導力等
の修得・向上のための研修等
を、教員の業務経験や能力、担
当する授業科目や授業以外の
担当業務等に応じて計画的に
受講等させるにあたり、どのよ
うな方針に基づいて組織的に
取り組んでいるか具体的に記
入 

 

70 （２）研修等の実績：①専攻
分野における実務に関する
研修等 

教員に対する研修等の実績及
び計画について、組織的に位置
付けられた研修等の対象、内
容、期間のほか、企業等との連
携内容が分かるように概要を
記入（①実務に関する研修と②

 

71 （２）研修等の実績：②指導
力の修得・向上のための研修
等 
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72 （３）研修等の計画：①専攻
分野における実務に関する
研修等 

指導力の修得・向上のための研
修を区分して） 

 

73 （３）研修等の計画：②指導
力の修得・向上のための研修
等 

 

 

表 5 様式４（２）が求めている項目④ 

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、

その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者と

して企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

74 （１）学校関係者評価の基本
方針 

学校関係者として、卒業生、保
護者、地域住民等とともに、企
業等から委員が参画した学校
関係者評価委員会を設置して
評価を実施し、評価結果を教育
活動その他の学校運営の改善
等にいかすにあたり、どのよう
な方針に基づいて取り組んで
いるか具体的に記入 

 

75 （２）「専修学校における学
校評価ガイドライン」の項目
との対応 

「専修学校における学校評価
ガイドライン」において示され
た評価項目と対応する学校の
評価項目について、評価項目を
例示して記入 

 

76 （３）学校関係者評価結果の
活用状況 

学校関係者評価の評価結果や
改善方策等のうち、特に企業等
から参画した委員の意見につ
いて、学科の教育活動その他の
学校運営の改善等にどのよう
にいかしているか具体的に記
入 

 

77 （４）学校関係者評価委員会
の全委員の名簿13 

一人の委員について、名前、所
属、任期、種別（注釈の①～③）
を記入 

学校関係者評価委員会の委員
名簿はマスターデータとして
登録する仕様が考えられる。ま
た、その中で、種別として、注
釈の①～⑧のいずれかを選択
する仕様が必要であると考え

                                                   
13 「全専各連手引」では、学校関係者評価委員会委員の種別を次のように区分している。  

①「専門分野における業界関係者（就職先企業、施設等実習先、分野別の業界団体等）」、②「卒業生（同

窓会関係者、卒業後一定のキャリアを持つ人）」、③「保護者」、④「地域住民」、⑤「高等学校等の校長、

進路指導担当者等」、⑥「学校運営に関する専門家（学校マネジメント、財務等の専門家）」、⑦「地域の

地方公共団体等の関係者（専修学校主管部局・教育委員会・その他関係部局等）」、⑧「当該分野におけ

る評価の専門家（第三者評価機関の評価者等）」など学校と関係のある学校外（学校の教職員を含まない）

のいずれかに属する者（以下、全体を「評価委員」、①は「企業等評価委員」、⑤は「高校等評価委員」、

⑥から⑧は「専門家等評価委員」という。）をいう。 

そして、「学校関係者評価委員会」の構成員と人数、委員長等の選出については、次のような指針を示し

ている。 

学校は、①企業等評価委員を選任する場合は、同一の専攻分野と認められる学科ごとに１人以上を選任

するものとします。 

○ また、学校は、自己評価結果の客観性・透明性を担保し、かつ、広く学校関係者の協力連携を得て具

体的な改善及び工夫等の取組を実施するため、②卒業生の評価委員は１人以上、③保護者又は④地域住

民の評価委員は１名以上、⑤高校等評価委員は１人以上、⑥から⑧専門家等評価委員は１人以上を、最

低人数として選任するものとします。 

○ 上記の基準に従って選任された評価委員をもって評価委員会を組織した後、評価委員の互選により評

価委員会の委員長及び副委員長を選出するものとします。 
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No 項目 要件 DB 上の注意点 

られる。 

78 （５）学校関係者評価結果の
公表方法・公表時期 

公表方法については、「ホーム
ページ」「広報誌等の刊行物」
「その他」から選択 

3 つの選択肢から選択する仕様 

「その他」を選択した場合は、
その媒体等について記入 

 

 

表 6 様式４（２）が求めている項目⑤ 

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活

動その他の学校運営の状況に関する情報を提供していること。」関係 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

79 （１）企業等の学校関係者に
対する情報提供の基本方針 

企業等の関係者が当該専修学
校専門課程全般について理解
を深めるとともに、当該企業等
の関係者との連携及び協力の
推進に資するため、当該専門学
校の教育活動その他の学校運
営の状況に関する情報を提供
し説明する等の取組を行うに
あたり、どのような方針に基づ
いて取り組んでいるか具体的
に記入 

 

80 （２）「専門学校における情
報提供等への取組に関する
ガイドライン」の項目との対
応 

「専門学校における情報提供
等への取組に関するガイドラ
イン」において示された情報提
供項目について、各項目と対応
する学校の情報提供項目を例
示して記入 

 

81 （３）情報提供方法 公表方法については、「ホーム
ページ」「広報誌等の刊行物」
「その他」から選択 

3 つの選択肢から選択する仕様 

「その他」を選択した場合は、
その媒体等について記入 

 

 

表 7 様式４（３）が求めている項目 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

82 卒業要件及び履修方法 、卒業又は修了の要件及び履修
方法（科目区分ごとの履修条件
等）を記入 

3 つの選択肢から選択する仕様 

83 １学年の学期区分 １年を何期に分けているか（例
えば前期・後期なら２期）を記
入。区分がない場合は「－」を
記入 

 

84 １学期の授業期間 １学期が何週間にわたるかを
記入 
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表 8 様式４（３）が求めている項目（科目ごと）14 

No 項目 要件 DB 上の注意点 

85 分類 「必修」「選択必修」「自由選択」

から選択 

3 つの選択肢から選択する仕様 

86 授業科目名   

87 授業科目概要   

88 配当年次 ⚫ １年目の前期に実施される

場合には「１前」、２年目の

後期に実施される場合には

「２後」、のように記入 

⚫ １年目の１学期に実施され

る場合には「１①」、２年目

の３学期に実施される場合

には「２③」、のように記入 

⚫ なお、前後期制や複数学期制

に関わらず、１年間を通じて

実施される場合、例えば、３

年目の通年で実施されるも

のは「３通」のように記入 

選択肢から選択する仕様も要

検討 

89 授業時数 時間制を採用している場合に

は、単位時間数を記入。単位制

を採用している場合には、時間

数と単位数の両方を記入 

 

90 単位数  

91 授業方法 講義、演習、実験、実習又は実

技のうち二以上の方法の併用

により行う場合については、主

たる方法について「○」を付し、

その他の方法について「△」を

付し 

編集方法が特殊なものを要検

討 

92 場所 「校内」「校外」から選択 2 つの選択肢から選択する仕

様。独立選択 

93 教員 「専任」「兼任」から選択 2 つの選択肢から選択する仕

様。独立選択 

94 企業との連携 「有」「無」から選択 2 つの選択肢から選択する仕

様。 

 

  

                                                   
14 様式４（３）は「授業科目の概要」を示すためのものであり、表 8 は一つの科目に関して記載すべき

項目をリストアップしたものである。 
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5  入力要求と出力要求 

 

5.1  入力要求 

 

5.1.1  入力要求の一覧 

 入力の各機能における入力要求について、表にまとめる。 

№ 機能名 入力名 目的・内容 キー・全項目 利用部門 

(1) ユーザ管理 ログイン ユーザ ID、パス
ワードにより、正
当な利用者であ
ることを認証す
る。 

ユーザ ID、パスワ
ード 

専門職高等教
育 質 保 証 機
構、 

専修学校職業
実践専門課程
認定校、 

ポートレート
システム閲覧
者 

(2) ユーザ登録 ポートレートシ
ステムにログオ
ンするユーザア
カウントを作成
し、適切な権限を
設定する。 

ユーザ ID、パスワ
ード、氏名、メール
アドレス、権限コー
ド 

専門職高等教
育 質 保 証 機
構、 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(3) ユーザ一覧 ユーザアカウン
ト一覧を表示す
る。 

ユーザ ID、氏名、
権限コード 

専門職高等教
育 質 保 証 機
構、 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(4) ユーザ変更 ユーザアカウン
トを変更する。 

ユーザ ID、パスワ
ード、氏名、メール
アドレス、権限コー
ド 

専門職高等教
育 質 保 証 機
構、 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(5) 設置者管理 設置者登録 設置者の、年度に
依存しない基本
情報を登録する。 

設置者コード、設置
者名、設立認可年月
日 

専門職高等教
育 質 保 証 機
構、 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(6) 設置者一覧 設置者一覧を表
示する。 

設置者コード、設置
者名、設立認可年月
日 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(7) 設置者変更 設置者の、年度に
依存しない基本
情報を変更する。 

設置者コード、設置
者名、設立認可年月
日 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(8) 設置者年度登録 設置者の、年度に
依存する情報を
登録する。 

設置者コード、年
度、代表者名、郵便
番号、都道府県コー
ド、市区町村、地番、
建物、電話番号、
URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(9) 設置者年度一覧 設置者の、年度に
依存する情報を
一覧表示する。 

設置者コード、年
度、代表者名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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(10) 設置者年度変更 設置者の、年度に
依存する情報を
変更する。 

設置者コード、年
度、代表者名、郵便
番号、都道府県コー
ド、市区町村、地番、
建物、電話番号、
URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(11) 学校管理 学校登録 学校の、年度に依
存しない基本情
報を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学校名、設
置認可年月日 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(12) 学校一覧 学校一覧を表示
する。 

設置者コード、学校
コード、学校名、設
置認可年月日 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(13) 学校変更 学校の、年度に依
存しない基本情
報を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学校名、設
置認可年月日 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(14) 学校年度登録 学校の、年度に依
存する情報を登
録する。 

設置者コード、学校
コード、年度、校長
名、郵便番号、都道
府県コード、市区町
村、地番、建物、電
話番号、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(15) 学校年度一覧 学校の、年度に依
存する情報を一
覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、年度、校長
名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(16) 学校年度変更 学校の、年度に依
存する情報を変
更する。 

設置者コード、学校
コード、年度、校長
名、郵便番号、都道
府県コード、市区町
村、地番、建物、電
話番号、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(17) 学科管理 学科登録 学科の、年度に依
存しない基本情
報を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名、認定年
月日、分野コード、
課程名、専門士、高
度専門士、学科目的 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(18) 学科一覧 学科一覧を表示
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(19) 学科変更 学科の、年度に依
存しない基本情
報を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名、認定年
月日、分野コード、
課程名、専門士、高
度専門士、学科目的 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(20) 学科履修年度管
理 

学科履修年度登
録 

学科の、年度に依
存する履修内容
を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、修業年限
コード、昼夜コー
ド、修業単位コー
ド、修了時間数、講
義時間数、演習時間
数、実習時間数、実
験時間数、実技時間
数、URL、学期制
度、長期休業、成績
評価有無、成績評価
方法、進級条件、ク
ラス担任有無、個別
指導、課外活動、サ
ークル活動有無、独
自奨学金有無、独自
奨学金内容、教育訓

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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練給付対象、教育訓
練給付実績 

(21) 学科履修年度一
覧 

学科の、年度に依
存する履修内容
を一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(22) 学科履修年度変
更 

学科の、年度に依
存する履修内容
を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、修業年限
コード、昼夜コー
ド、修業単位コー
ド、修了時間数、講
義時間数、演習時間
数、実習時間数、実
験時間数、実技時間
数、URL、学期制
度、長期休業、成績
評価有無、成績評価
方法、進級条件、ク
ラス担任有無、個別
指導、課外活動、サ
ークル活動有無、独
自奨学金有無、独自
奨学金内容、教育訓
練給付対象、教育訓
練給付実績 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(23) 学科実績年度管
理 

学科実績年度登
録 

学科の、年度に依
存する実績を登
録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、生徒総定
員、生徒実員、留学
生数、専任教員数、
兼任教員数、総教員
数、就職評価年月
日、就職先、就職指
導内容、卒業者数、
就職希望者数、就職
者数、就職率、就職
者割合、進学者数、
就職コメント、中退
者数、中退率、当年
度在学者数、前年度
在学者数、中退理
由、中退防止、自由
記述 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(24) 学科実績年度一
覧 

学科の、年度に依
存する実績を一
覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(25) 学科実績年度変
更 

学科の、年度に依
存する実績を変
更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、生徒総定
員、生徒実員、留学
生数、専任教員数、
兼任教員数、総教員
数、就職評価年月
日、就職先、就職指
導内容、卒業者数、
就職希望者数、就職
者数、就職率、就職
者割合、進学者数、
就職コメント、中退
者数、中退率、当年
度在学者数、前年度
在学者数、中退理
由、中退防止、自由

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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記述 

(26) 学科資格年度管
理 

学科資格年度登
録 

学科の、年度に依
存する資格の基
本情報を登録す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、評価年月
日、自由記述 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(27) 学科資格年度一
覧 

学科の、年度に依
存する資格の基
本情報を一覧表
示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(28) 学科資格年度変
更 

学科の、年度に依
存する資格の基
本情報を変更す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、評価年月
日、自由記述 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(29) 学科資格実績管
理 

学科資格実績登
録 

学科の、年度に依
存する資格の実
績を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、資格コー
ド、資格名、資格種
別コード、受験者
数、合格者数 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(30) 学科資格実績一
覧 

学科の、年度に依
存する資格の実
績を一覧表示す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、資格コー
ド、資格名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(31) 学科資格実績変
更 

学科の、年度に依
存する資格の実
績を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、資格コー
ド、資格名、資格種
別コード、受験者
数、合格者数 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(32) 学科評価年度管
理 

学科評価年度登
録 

学科の、年度に依
存する第三者評
価の実績を登録
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、第三者評
価有無、評価団体、
受審年月、評価結果
URL、評価結果 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(33) 学科評価年度一
覧 

学科の、年度に依
存する第三者評
価の実績を一覧
表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(34) 学科評価年度変
更 

学科の、年度に依
存する第三者評
価の実績を変更
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、第三者評
価有無、評価団体、
受審年月、評価結果
URL、評価結果 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(35) 学科基本情報管
理 

学科基本情報一
覧 

学科の、各年度の
情報の雛形とな
る情報を一覧表
示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(36) 学科資格基本情
報管理 

学科資格基本情
報登録 

学科の、年度に依
存しない資格の
基本情報を登録
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、資格コード、資
格名、資格種別コー
ド 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(37) 学科資格基本情
報一覧 

学科の、年度に依
存しない資格の
基本情報を一覧
表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、資格コード、資
格名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(38) 学科資格基本情
報変更 

学科の、年度に依
存しない資格の
基本情報を変更
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、資格コード、資
格名、資格種別コー

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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ド 

(39) 学科科目基本情
報管理 

学科科目基本情
報登録 

学科の、年度に依
存しない科目の
基本情報を登録
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、科目コード、科
目名、概要、科目分
類コード、年次、学
期、時数、単位数、
講義、演習、実技、
校内、校外、専任、
兼任、企業連携、備
考 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(40) 学科科目基本情
報一覧 

学科の、年度に依
存しない科目の
基本情報を一覧
表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、科目コード、科
目名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(41) 学科科目基本情
報変更 

学科の、年度に依
存しない科目の
基本情報を変更
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、科目コード、科
目名、概要、科目分
類コード、年次、学
期、時数、単位数、
講義、演習、実技、
校内、校外、専任、
兼任、企業連携、備
考 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(42) 学科教育課程編
成委員基本情報
管理 

学科教育課程編
成委員基本情報
登録 

学科の、年度に依
存しない教育課
程編成委員の基
本情報を登録す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 、 所 属 、 任 期
FROM、任期 TO、
種別コード 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(43) 学科教育課程編
成委員基本情報
一覧 

学科の、年度に依
存しない教育課
程編成委員の基
本情報を一覧表
示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(44) 学科教育課程編
成委員基本情報
変更 

学科の、年度に依
存しない教育課
程編成委員の基
本情報を変更す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 、 所 属 、 任 期
FROM、任期 TO、
種別コード 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(45) 学科学校関係者
評価委員基本情
報管理 

学科学校関係者
評価委員基本情
報登録 

学科の、年度に依
存しない学科学
校関係者評価委
員の基本情報を
登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 、 所 属 、 任 期
FROM、任期 TO、
種別 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(46) 学科学校関係者
評価委員基本情
報一覧 

学科の、年度に依
存しない学科学
校関係者評価委
員の基本情報を
一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(47) 学科学校関係者
評価委員基本情
報変更 

学科の、年度に依
存しない学科学
校関係者評価委
員の基本情報を
変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、委員コード、氏
名 、 所 属 、 任 期
FROM、任期 TO、
種別 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(48) 学科企業連携管
理 

学科企業連携一
覧 

学科と企業の、各
年度の連携情報
の雛形となる情
報を一覧表示す

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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る。 

(49) 学科教育課程編
成委員会年度管
理 

学科教育課程編
成委員会年度登
録 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員会情報
を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
位置付け、委員名簿
日付、委員会日時、
意見活用状況 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(50) 学科教育課程編
成委員会年度一
覧 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員会情報
を一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(51) 学科教育課程編
成委員会年度変
更 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員会情報
を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
位置付け、委員名簿
日付、委員会日時、
意見活用状況 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(52) 学科教育課程編
成委員年度管理 

学科教育課程編
成委員年度登録 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員情報を
登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名、所属、任
期 FROM 、 任 期
TO、種別コード 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(53) 学科教育課程編
成委員年度一覧 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員情報を
一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(54) 学科教育課程編
成委員年度変更 

学科の、年度に依
存する教育課程
編成委員情報を
変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名、所属、任
期 FROM 、 任 期
TO、種別コード 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(55) 学科科目企業連
携概要年度管理 

学科科目企業連
携概要年度登録 

学科の、年度に依
存する企業連携
の概要情報を登
録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
連携内容 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(56) 学科科目企業連
携概要年度一覧 

学科の、年度に依
存する企業連携
の概要情報を一
覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(57) 学科科目企業連
携概要年度変更 

学科の、年度に依
存する企業連携
の概要情報を変
更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
連携内容 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(58) 学科科目企業連
携年度管理 

学科科目企業連
携年度登録 

学科・科目別の、
年度に依存する
企業連携の情報
を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名、概要、
連携企業 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(59) 学科科目企業連
携年度一覧 

学科・科目別の、
年度に依存する
企業連携の情報
を一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(60) 学科科目企業連
携年度変更 

学科・科目別の、
年度に依存する
企業連携の情報
を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名、概要、
連携企業 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(61) 学科教員研修年
度管理 

学科教員研修年
度登録 

学科の、年度に依
存する教員研修
の情報を登録す

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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る。 専攻研修実績、指導
力研修実績、専攻研
修計画、指導力研修
計画 

(62) 学科教員研修年
度一覧 

学科の、年度に依
存する教員研修
の情報を一覧表
示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(63) 学科教員研修年
度変更 

学科の、年度に依
存する教員研修
の情報を変更す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
専攻研修実績、指導
力研修実績、専攻研
修計画、指導力研修
計画 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(64) 学科学校関係者
評価委員会年度
管理 

学科学校関係者
評価委員会年度
登録 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員会の
情報を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
教育理念、学校運
営、教育活動、学修
成果、学生支援、教
育環境、学生募集、
財務、法令遵守、社
会貢献、国際交流、
評価活用状況、委員
名簿日付、公表方
法、公表方法、公表
時期、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(65) 学科学校関係者
評価委員会年度
一覧 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員会の
情報を一覧表示
する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(66) 学科学校関係者
評価委員会年度
変更 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員会の
情報を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
教育理念、学校運
営、教育活動、学修
成果、学生支援、教
育環境、学生募集、
財務、法令遵守、社
会貢献、国際交流、
評価活用状況、委員
名簿日付、公表方
法、公表方法、公表
時期、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(67) 学科学校関係者
評価委員年度管
理 

学科学校関係者
評価委員年度登
録 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員の情
報を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名、所属、任
期 FROM 、 任 期
TO、種別 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(68) 学科学校関係者
評価委員年度一
覧 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員の情
報を一覧表示す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(69) 学科学校関係者
評価委員年度変
更 

学科の、年度に依
存する学校関係
者評価委員の情
報を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、委員コー
ド、氏名、所属、任
期 FROM 、 任 期
TO、種別 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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(70) 学科学校関係者
情報提供年度管
理 

学科学校関係者
情報提供年度登
録 

学科の、年度に依
存する学校関係
者に対する情報
提供の情報を登
録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
目標、教育、教職員、
キャリア教育、教育
環境、生活支援、修
学支援、財務、学校
評価、国際連携、そ
の他、情報提供方
法、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(71) 学科学校関係者
情報提供年度一
覧 

学科の、年度に依
存する学校関係
者に対する情報
提供の情報を一
覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(72) 学科学校関係者
情報提供年度変
更 

学科の、年度に依
存する学校関係
者に対する情報
提供の情報を変
更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、基本方針、
目標、教育、教職員、
キャリア教育、教育
環境、生活支援、修
学支援、財務、学校
評価、国際連携、そ
の他、情報提供方
法、URL 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(73) 学科科目管理 学科科目一覧 学科の、各年度の
科目の概要情報
を一覧表示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、学科名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(74) 学科科目概要年
度概要管理 

学科科目概要年
度登録 

学科の、年度に依
存する科目の概
要情報を登録す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目数、
単位時間、卒業要
件、学期区分、授業
期間 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(75) 学科科目概要年
度一覧 

学科の、年度に依
存する科目の概
要情報を一覧表
示する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(76) 学科科目概要年
度変更 

学科の、年度に依
存する科目の概
要情報を変更す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目数、
単位時間、卒業要
件、学期区分、授業
期間 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(77) 学科科目概要年
度管理 

学科科目年度登
録 

学科の、年度に依
存する科目の情
報を登録する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名、概要、
科目分類コード、年
次、学期、時数、単
位数、講義、演習、
実技、校内、校外、
専任、兼任、企業連
携、備考 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(78) 学科科目年度一
覧 

学科の、年度に依
存する科目の情
報を一覧表示す
る。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名 

専修学校職業
実践専門課程
認定校 

(79) 学科科目年度変
更 

学科の、年度に依
存する科目の情
報を変更する。 

設置者コード、学校
コード、学科コー
ド、年度、科目コー
ド、科目名、概要、
科目分類コード、年

専修学校職業
実践専門課程
認定校 
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次、学期、時数、単
位数、講義、演習、
実技、校内、校外、
専任、兼任、企業連
携、備考 

 

(1) ログイン画面の入力要求 

機能概要 ユーザ ID、パスワードにより、正当な利用者であることを認証する。 

業務処理手順 ① ログイン 

ユーザ ID、パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(2) ユーザ登録画面の入力要求 

機能概要 ポートレートシステムにログオンするユーザアカウントを作成し、適切な権限を設

定する。 

業務処理手順 ① ユーザ登録 

ユーザ ID、パスワード、その他のユーザ登録に必要な情報を入力し、「登録」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(3) ユーザ一覧画面の入力要求 

機能概要 ユーザアカウント一覧を表示する。 

業務処理手順 ① ユーザ検索 

ユーザ ID、氏名を入力し、「検索」ボタンをクリックする。  

ユーザ ID、氏名は、いずれも部分一致検索が行われる。 

② ユーザ変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該ユーザの「ユーザ変更」画面を表

示する。 

③ ユーザ削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該ユーザを削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(4) ユーザ変更画面の入力要求 

機能概要 ユーザアカウントを変更する。 

業務処理手順 ① ユーザ変更 

パスワード(変更する場合のみ)、氏名、メールアドレス、権限を入力し、「変更」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(5) 設置者登録画面の入力要求 

機能概要 設置者の、年度に依存しない基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 設置者登録 

設置者コード、設置者名、設立認可年月日を入力し、「登録」ボタンをクリッ

クする。 

入力要求画面 

 

 

(6) 設置者一覧画面の入力要求 

機能概要 設置者一覧を表示する。 
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業務処理手順 ① 設置者検索 

設置者コード、設置者名を入力し、「検索」ボタンをクリックする。 

設置者コード、設置者名は、いずれも部分一致検索が行われる。 

② 設置者変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該設置者の「設置者変更」画面を表

示する。 

③ 設置者削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該設置者を削除する。 

④ 設置者年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該設置者の「設置者年度登録」画面

を表示する。 

⑤ 設置者年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該設置者の「設置者年度一覧」画面

を表示する。 

⑥ 学校登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該設置者の「学校登録」画面を表示

する。 

⑦ 学校一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該設置者の「学校一覧」画面を表示

する。 

入力要求画面 

 

 

(7) 設置者変更画面の入力要求 

機能概要 設置者の、年度に依存しない基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 設置者変更 

設置者名、設立認可年月日を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(8) 設置者年度登録画面の入力要求 

機能概要 設置者の、年度に依存する情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 設置者年度登録 

年度、代表者名、所在地、電話番号、URL を入力し、「登録」ボタンをクリッ

クする。 
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入力要求画面 

 

 

(9) 設置者年度一覧画面の入力要求 

機能概要 設置者の、年度に依存する情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 設置者年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該設置者年度の「設置者年度変更」

画面を表示する。 

② 設置者年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該設置者年度を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(10) 設置者年度変更画面の入力要求 

機能概要 設置者の、年度に依存する情報を変更する。 

業務処理手順 ① 設置者年度変更 

代表者名、所在地、電話番号、URL を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(11) 学校登録画面の入力要求 

機能概要 学校の、年度に依存しない基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 学校登録 

学校コード、学校名、設置認可年月日を入力し、「登録」ボタンをクリックす

る。 

入力要求画面 

 

 

(12) 学校一覧画面の入力要求 

機能概要 学校一覧を表示する。 

業務処理手順 ① 学校変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学校変更」画面を表示す

る。 

② 学校削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学校を削除する。 

③ 学校年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学校年度登録」画面を表

示する。 

④ 学校年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学校年度一覧」画面を表

示する。 

⑤ 学科登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学科登録」画面を表示す

る。 

⑥ 学科一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学科一覧」画面を表示す

る。 
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⑦ 学科基本情報一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学科基本情報一覧」画面

を表示する。 

⑧ 学科企業連携一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学科企業連携一覧」画面

を表示する。 

⑨ 学科科目一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学校の「学科科目一覧」画面を表

示する。 

入力要求画面 

 

 

(13) 学校変更画面の入力要求 

機能概要 学校の、年度に依存しない基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学校変更 

学校名、設置認可年月日を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(14) 学校年度登録画面の入力要求 

機能概要 学校の、年度に依存する情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学校年度登録 

年度、校長名、所在地、電話番号、URL を入力し、「登録」ボタンをクリック

する。 
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入力要求画面 

 

 

(15) 学校年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学校の、年度に依存する情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学校年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学校年度の「学校年度変更」画面

を表示する。 

② 学校年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学校年度を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(16) 学校年度変更画面の入力要求 

機能概要 学校の、年度に依存する情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学校年度変更 

校長名、所在地、電話番号、URL を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(17) 学科登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 学科登録 

学科コード、学科名、認定年月日、その他学科の基本情報を入力し、「登録」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(18) 学科一覧画面の入力要求 

機能概要 学科一覧を表示する。 

業務処理手順 ① 学科変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科変更」画面を表示す

る。 

② 学科削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科を削除する。 

③ 学科履修年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科履修年度登録」画面

を表示する。 

④ 学科履修年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科履修年度一覧」画面

を表示する。 

⑤ 学科実績年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科実績年度登録」画面
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を表示する。 

⑥ 学科実績年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科実績年度一覧」画面

を表示する。 

⑦ 学科資格年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格年度登録」画面

を表示する。 

⑧ 学科資格年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格年度一覧」画面

を表示する。 

⑨ 学科評価年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科評価年度登録」画面

を表示する。 

⑩ 学科評価年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科評価年度一覧」画面

を表示する。 

 

入力要求画面 

 

 

(19) 学科変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科変更 

学科名、認定年月日、その他学科の基本情報を入力し、「変更」ボタンをクリ

ックする。 

入力要求画面 

 

 

(20) 学科履修年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する履修内容を登録する。 
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業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科履修年度登録 

年度、修業年限、昼夜、その他学科履修年度に関する情報を入力し、「登録」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(21) 学科履修年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する履修内容を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科履修年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科履修年度の「学科履修年度変

更」画面を表示する。 

② 学科履修年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科履修年度を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(22) 学科履修年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する履修内容を変更する。 

業務処理手順 ① 学科履修年度変更 

修業年限、昼夜、その他学科履修年度に関する情報を入力し、「変更」ボタン

をクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(23) 学科実績年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する実績を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科実績年度登録 

年度、生徒総定員、生徒実員、その他学科実績年度に関する情報を入力し、「登

録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(24) 学科実績年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する実績を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科実績年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科実績年度の「学科実績年度変

更」画面を表示する。 

② 学科実績年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科実績年度を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(25) 学科実績年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する実績を変更する。 

業務処理手順 ① 学科実績年度変更 

生徒総定員、生徒実員、その他学科実績年度に関する情報を入力し、「変更」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(26) 学科資格年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科資格年度登録 

年度、評価年月日、自由記述を入力し、「登録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 



43 

 

(27) 学科資格年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の基本情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科資格年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科資格年度の「学科資格年度変

更」画面を表示する。 

② 学科資格年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科資格年度を削除する。 

③ 学科資格実績登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格実績登録」画面

を表示する。 

④ 学科資格実績一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格実績一覧」画面

を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(28) 学科資格年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科資格年度変更 

評価年月日、自由記述を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(29) 学科資格実績登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の実績を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存資格データを指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科資格実績登録 
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資格コード、資格名、資格種別、受験者数、合格者数を入力し、「登録」ボタ

ンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(30) 学科資格実績一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の実績を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科資格実績変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科資格実績の「学科資格実績変

更」画面を表示する。 

② 学科資格実績削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科資格実績を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(31) 学科資格実績変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する資格の実績を変更する。 

業務処理手順 ① 学科資格実績変更 

資格名、資格種別、受験者数、合格者数を入力し、「変更」ボタンをクリック

する。 
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入力要求画面 

 

 

(32) 学科評価年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する第三者評価の実績を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科評価年度登録 

年度、第三者評価有無、評価団体、その他第三者評価結果を入力し、「登録」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(33) 学科評価年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する第三者評価の実績を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科評価年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科評価年度の「学科評価年度変

更」画面を表示する。 

② 学科評価年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科評価年度を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(34) 学科評価年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する第三者評価の実績を変更する。 

業務処理手順 ① 学科評価年度変更 

第三者評価有無、評価団体、その他第三者評価結果を入力し、「変更」ボタン

をクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(35) 学科基本情報一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、各年度の情報の雛形となる情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科資格基本情報登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格基本情報登録」

画面を表示する。 

② 学科資格基本情報一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科資格基本情報一覧」

画面を表示する。 

③ 学科科目基本情報登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目基本情報登録」

画面を表示する。 

④ 学科科目基本情報一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目基本情報一覧」

画面を表示する。 

⑤ 学科教育課程編成委員基本情報登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員基

本情報登録」画面を表示する。 

⑥ 学科教育課程編成委員基本情報一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員基
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本情報一覧」画面を表示する。 

⑦ 学科学校関係者評価委員基本情報登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

基本情報登録」画面を表示する。 

⑧ 学科学校関係者評価委員基本情報一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

基本情報一覧」画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(36) 学科資格基本情報登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない資格の基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存資格データを指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科資格基本情報登録 

資格コード、資格名、資格種別を入力し、「登録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(37) 学科資格基本情報一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない資格の基本情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科資格基本情報変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科資格基本情報の「学科資格基

本情報変更」画面を表示する。 

② 学科資格基本情報削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科資格基本情報を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(38) 学科資格基本情報変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない資格の基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科資格基本情報変更 

資格名、資格種別を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(39) 学科科目基本情報登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない科目の基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存科目データを指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科科目基本情報登録 

科目コード、授業科目名、科目分類、その他学科科目基本情報を入力し、「登

録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(40) 学科科目基本情報一覧画面の入力要求 
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機能概要 学科の、年度に依存しない科目の基本情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目基本情報変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科科目基本情報の「学科科目基

本情報変更」画面を表示する。 

② 学科科目基本情報削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科科目基本情報を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(41) 学科科目基本情報変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない科目の基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科科目基本情報変更 

授業科目名、科目分類、その他学科科目基本情報を入力し、「変更」ボタンを

クリックする。 

入力要求画面 

 

 

(42) 学科教育課程編成委員基本情報登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない教育課程編成委員の基本情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存学科教育課程編成委員基本データを指定し、「コピー」ボタンをクリックす

る。 

② 学科教育課程編成委員基本情報登録 

委員コード、氏名、所属、その他学科教育課程編成委員基本情報を入力し、「登

録」ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(43) 学科教育課程編成委員基本情報一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない教育課程編成委員の基本情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員基本情報変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科教育課程編成委員基本情報の

「学科教育課程編成委員基本情報変更」画面を表示する。 

② 学科教育課程編成委員基本情報削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科教育課程編成委員基本情報を

削除する。 

入力要求画面 

 

 

(44) 学科教育課程編成委員基本情報変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない教育課程編成委員の基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員基本情報変更 

氏名、所属、その他学科教育課程編成委員基本情報を入力し、「変更」ボタン

をクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(45) 学科学校関係者評価委員基本情報登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない学科学校関係者評価委員の基本情報を登録する。 

業務処理手順 ③ 既存データコピー 

既存学科学校関係者評価委員基本データを指定し、「コピー」ボタンをクリック

する。 

④ 学科学校関係者評価委員基本情報登録 

委員コード、氏名、所属、その他学科学校関係者評価委員基本情報を入力し、

「登録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(46) 学科学校関係者評価委員基本情報一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない学科学校関係者評価委員の基本情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員基本情報変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科学校関係者評価委員基本情報

の「学科学校関係者評価委員基本情報変更」画面を表示する。 

② 学科学校関係者評価委員基本情報削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科学校関係者評価委員基本情報

を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(47) 学科学校関係者評価委員基本情報変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存しない学科学校関係者評価委員の基本情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員基本情報変更 

氏名、所属、その他学科学校関係者評価委員基本情報を入力し、「変更」ボタ

ンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(48) 学科企業連携一覧画面の入力要求 

機能概要 学科と企業の、各年度の連携情報の雛形となる情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員会年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員会

年度登録」画面を表示する。 

② 学科教育課程編成委員会年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員会

年度一覧」画面を表示する。 

③ 学科企業連携概要年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科企業連携概要年度登

録」画面を表示する。 

④ 学科企業連携概要年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科企業連携概要年度一

覧」画面を表示する。 

⑤ 学科教員研修年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教員研修年度登録」

画面を表示する。 

⑥ 学科教員研修年度一覧 
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「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教員研修年度一覧」

画面を表示する。 

⑦ 学科学校関係者評価委員会年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

会年度登録」画面を表示する。 

⑧ 学科学校関係者評価委員会年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

会年度一覧」画面を表示する。 

⑨ 学科学校関係者情報提供年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者情報提供

年度登録」画面を表示する。 

⑩ 学科学校関係者情報提供年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者情報提供

年度一覧」画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(49) 学科教育課程編成委員会年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員会情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科教育課程編成委員会年度登録 

年度、基本方針、位置付け、その他学科教育課程編成委員会年度情報を入力し、

「登録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(50) 学科教育課程編成委員会年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員会情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員会年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員会

年度変更」画面を表示する。 
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② 学科教育課程編成委員会年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科教育課程編成委員会年度を削

除する。 

③ 学科編成委員年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員会

年度登録」画面を表示する。 

④ 学科編成委員年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科編成委員年度一覧」

画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(51) 学科教育課程編成委員会年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員会情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員会年度変更 

基本方針、位置付け、その他学科教育課程編成委員会年度情報を入力し、「変

更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(52) 学科教育課程編成委員年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

教育課程編成委員基本情報を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科教育課程編成委員年度登録 

委員コード、氏名、所属、その他学科教育課程編成委員年度情報を入力し、「登

録」ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(53) 学科教育課程編成委員年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教育課程編成委員年

度変更」画面を表示する。 

② 学科教育課程編成委員年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科教育課程編成委員年度を削除

する。 

入力要求画面 

 

 

(54) 学科教育課程編成委員年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教育課程編成委員情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科教育課程編成委員年度変更 

氏名、所属、その他学科教育課程編成委員年度情報を入力し、「変更」ボタン

をクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(55) 学科科目企業連携概要年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する企業連携の概要情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科科目企業連携概要年度登録 

年度、基本方針、連携内容、その他学科科目企業連携概要年度情報を入力し、

「登録」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(56) 学科科目企業連携概要年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する企業連携の概要情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目企業連携概要年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目企業連携概要年

度変更」画面を表示する。 

② 学科科目企業連携概要年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科科目企業連携概要年度を削除

する。 

③ 学科科目企業連携年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目企業連携年度登

録」画面を表示する。 

④ 学科科目企業連携年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目企業連携年度一
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覧」画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(57) 学科科目企業連携概要年度変更画面の入力要求」 

機能概要 学科の、年度に依存する企業連携の概要情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科科目企業連携概要年度変更 

基本方針、連携内容、その他学科科目企業連携概要年度情報を入力し、「変更」

ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(58) 学科科目企業連携年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科・科目別の、年度に依存する企業連携の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

学科科目基本情報を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科科目企業連携年度登録 

科目コード、科目名、科目概要、企業連携等を入力し、「登録」ボタンをクリ

ックする。 
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入力要求画面 

 

 

(59) 学科科目企業連携年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科・科目別の、年度に依存する企業連携の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目授業連携年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目授業連携年度変

更」画面を表示する。 

② 学科科目授業連携年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科科目授業連携年度を削除する。 

入力要求画面 

 

 

(60) 学科科目企業連携年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科・科目別の、年度に依存する企業連携の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科科目企業連携年度変更 

科目名、科目概要、企業連携等を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(61) 学科教員研修年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教員研修の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科教員研修年度登録 

年度、基本方針、その他教員研修実績情報を入力し、「登録」ボタンをクリッ

クする。 

入力要求画面 

 

 

(62) 学科教員研修年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教員研修の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科教員研修年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科教員研修年度変更」

画面を表示する。 

② 学科教員研修年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科学科教員研修年度を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(63) 学科教員研修年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する教員研修の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科教員研修年度変更 

基本方針、その他教員研修実績情報を入力し、「変更」ボタンをクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(64) 学科学校関係者評価委員会年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員会の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科学校関係者評価委員会年度登録 

年度、基本方針、その他学校関係者評価委員会年度情報を入力し、「登録」ボ

タンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(65) 学科学校関係者評価委員会年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員会の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員会年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

会年度変更」画面を表示する。 

② 学科学校関係者評価委員会年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科学校関係者評価委員会年度を

削除する。 

③ 学科学校関係者評価委員年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

年度登録」画面を表示する。 

④ 学科学校関係者評価委員年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

年度一覧」画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(66) 学科学校関係者評価委員会年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員会の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員会年度変更 

基本方針、その他学校関係者評価委員会年度情報を入力し、「変更」ボタンを

クリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(67) 学科学校関係者評価委員年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

学校関係者評価委員基本情報を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科学校関係者評価委員年度登録 

委員コード、氏名、所属、その他評価委員年度情報を入力し、「登録」ボタン

をクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(68) 学科学校関係者評価委員年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者評価委員

年度変更」画面を表示する。 

② 学科学校関係者評価委員年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科学校関係者評価委員年度を削

除する。 
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入力要求画面 

 

 

(69) 学科学校関係者評価委員年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者評価委員の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者評価委員年度変更 

氏名、所属、その他評価委員年度情報を入力し、「変更」ボタンをクリックす

る。 

入力要求画面 

 

 

(70) 学科学校関係者情報提供年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者に対する情報提供の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科学校関係者情報提供年度登録 

年度、基本方針、その他学校関係者情報提供年度情報を入力し、「登録」ボタ

ンをクリックする。 



64 

入力要求画面 

 

 

(71) 学科学校関係者情報提供年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者に対する情報提供の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者情報提供年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科学校関係者情報提供

年度変更」画面を表示する。 

② 学科学校関係者情報提供年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科学校関係者情報提供年度を削

除する。 

入力要求画面 

 

 

(72) 学科学校関係者情報提供年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する学校関係者に対する情報提供の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科学校関係者情報提供年度変更 

基本方針、その他学校関係者情報提供年度情報を入力し、「変更」ボタンをク

リックする。 
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入力要求画面 

 

 

(73) 学科科目一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、各年度の科目の概要情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目概要年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目概要年度登録」

画面を表示する。 

② 学科科目概要年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目概要年度一覧」

画面を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(74) 学科科目概要年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の概要情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

既存データの年度を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科科目概要年度登録 

年度、科目数、単位時間、卒業要件、学期区分、授業期間を入力し、「登録」

ボタンをクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(75) 学科科目概要年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の概要情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目概要年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目概要年度変更」

画面を表示する。 

② 学科科目概要年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科科目概要年度を削除する。 

③ 学科科目年度登録 

「登録」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目年度登録」画面

を表示する。 

④ 学科科目年度一覧 

「一覧」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目年度一覧」画面

を表示する。 

入力要求画面 

 

 

(76) 学科科目概要年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の概要情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科科目概要年度変更 

科目数、単位時間、卒業要件、学期区分、授業期間を入力し、「変更」ボタン

をクリックする。 
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入力要求画面 

 

 

(77) 学科科目年度登録画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の情報を登録する。 

業務処理手順 ① 既存データコピー 

学校科目基本情報を指定し、「コピー」ボタンをクリックする。 

② 学科科目年度登録 

科目コード、科目名、科目分類、その科目年度情報を入力し、「登録」ボタン

をクリックする。 

入力要求画面 

 

 

(78) 学科科目年度一覧画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の情報を一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学科科目年度変更 

「変更」ボタンをクリックすることで、当該学科の「学科科目年度変更」画面

を表示する。 

② 学科科目年度削除 

「削除」ボタンをクリックすることで、当該学科科目年度を削除する。 
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入力要求画面 

 

 

(79) 学科科目年度変更画面の入力要求 

機能概要 学科の、年度に依存する科目の情報を変更する。 

業務処理手順 ① 学科科目年度変更 

科目名、科目分類、その科目年度情報を入力し、「変更」ボタンをクリックす

る。 

入力要求画面 
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5.2  出力要求 

 

5.2.1  出力要求の一覧 

 出力の各機能における出力要求について、表にまとめる。 

№ 機能名 出力名 目的・内容 キー・全項目 利用部門 

(1) 設置者検索 設置者検索条件

設定 

設置者を検索す

るための条件を

設定する。 

年度、設置者名、代

表者名、都道府県コ

ード 

ポートレート

システム閲覧

者 

(2) 設置者検索結果

一覧 

設置者の検索結

果を、都道府県別

に一覧表示する。 

都道府県コード、設

置者コード、年度、

都道府県名、設置者

名 

ポートレート

システム閲覧

者 

(3) 設置者基本情報 設置者の検索結

果の詳細を表示

する。 

設置者コード、年

度、設置者名、設立

認可年月日、代表者

名、郵便番号、都道

府県コード、市区町

村、地番、建物、電

話番号、URL 

ポートレート

システム閲覧

者 

(4) 学校検索 学校検索条件設

定 

学校を検索する

ための条件を設

定する。 

年度、設置者名、代

表者名、学校名、校

長名、都道府県コー

ド 

ポートレート

システム閲覧

者 

(5) 学校検索結果一

覧 

学校の検索結果

を、都道府県別に

一覧表示する。 

都道府県コード、設

置者コード、学校コ

ード、年度、都道府

県名、学校名 

ポートレート

システム閲覧

者 

(6) 学校基本情報 学校の検索結果

の詳細を表示す

る。 

設置者コード、学校

コード、年度、設置

者名、学校名、設置

認可年月日、校長

名、郵便番号、都道

府県コード、市区町

村、地番、建物、電

話番号、URL 

ポートレート

システム閲覧

者 

(7) 学科検索 学科検索条件設

定 

学科を検索する

ための条件を設

定する。 

年度、学校名、学科

名、課程名、分野コ

ード、専門士、高度

専門士、クラス担任

有無、独自奨学金有

無、教育訓練給付対

象、第三者評価有

無、都道府県コード 

ポートレート

システム閲覧

者 

(8) 学科検索結果一

覧 

学科の検索結果

を、都道府県別に

一覧表示する。 

都道府県コード、設

置者コード、学校コ

ード、学科コード、

年度、都道府県名、

学校名、学科名 

ポートレート

システム閲覧

者 

(9) 学科基本情報 学科の検索結果

の基本情報を表

示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、学校名、

学科名、分野コー

ド、課程名、認定年

ポートレート

システム閲覧

者 
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月日、専門士、高度

専門士、学科目的、

URL、履修年限コ

ード、昼夜コード、

修業単位コード、修

了時間数、講義時間

数、演習時間数、実

習時間数、実験時間

数、実技時間数、学

期制度、長期休業、

クラス担任有無、個

別指導、成績評価有

無、成績評価方法、

進級条件、課外活

動、サークル活動有

無、独自奨学金有

無、独自奨学金内

容、教育訓練給付対

象、教育訓練給付実

績 

(10) 学科生徒・教員情

報 

学科の検索結果

の生徒・教員情報

を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、学校名、

学科名、生徒総定

員、生徒実員、留学

生数、就職先、就職

指導内容、卒業者

数、就職希望者数、

就職者数、就職率、

就職者割合、進学者

数、就職コメント、

就職評価年月日、中

退者数、中退率、前

年度在学者数、当年

度在学者数、中退理

由、中退防止、学修

成果、専任、兼任、

総教員数 

ポートレート

システム閲覧

者 

(11) 学科学修成果情

報 

学科の検索結果

の学修成果情報

を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、学校名、

学科名、生徒総定

員、生徒実員、留学

生数、就職先、就職

指導内容、卒業者

数、就職希望者数、

就職者数、就職率、

就職者割合、進学者

数、就職コメント、

就職評価年月日、中

退者数、中退率、前

年度在学者数、当年

度在学者数、中退理

由、中退防止、学修

成果、専任、兼任、

総教員数 

ポートレート

システム閲覧

者 

(12) 学科第三者評価

情報 

学科の検索結果

の第三者評価情

設置者コード、学校

コード、学科コー

ポートレート

システム閲覧
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報を表示する。 ド、年度、学校名、

学科名、第三者評価

有無、評価団体、受

審年月、評価結果

URL、評価結果 

者 

(13) 学科教育課程編

成情報 

学科の検索結果

の教育課程編成

情報を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、委員コー

ド、学校名、学科名、

基本方針、位置付

け、委員会日時、意

見活用状況、委員名

簿日付、氏名、所属、

任期 FROM、任期

TO、種別コード 

ポートレート

システム閲覧

者 

(14) 学科企業連携授

業情報 

学科の検索結果

の企業連携授業

情報を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、科目コー

ド、学校名、学科名、

基本方針、連携内

容、科目名、概要、

連携企業 

ポートレート

システム閲覧

者 

(15) 学科教員研修情

報 

学科の検索結果

の教員研修情報

を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、学校名、

学科名、基本方針、

専攻研修実績、指導

力研修実績、専攻研

修計画、指導力研修

計画 

ポートレート

システム閲覧

者 

(16) 学科学校関係者

評価情報 

学科の検索結果

の学校関係者評

価情報を表示す

る。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、委員コー

ド、学校名、学科名、

基本方針、教育理

念、学校運営、教育

活動、学修成果、学

生支援、教育環境、

学生募集、財務、法

令遵守、社会貢献、

国際交流、評価活用

状況、委員名簿日

付、氏名、所属、任

期 FROM 、 任 期

TO、種別、公表方

法、公表時期、URL 

ポートレート

システム閲覧

者 

(17) 学科学校情報提

供情報 

学科の検索結果

の学校情報提供

情報を表示する。 

設置者コード、学校

コード、学科コー

ド、年度、学校名、

学科名、基本方針、

目標、教育、教職員、

キャリア教育、教育

環境、生活支援、修

学支援、財務、学校

評価、国際連携、そ

の他、URL 

ポートレート

システム閲覧

者 

(18) 学科授業科目情

報 

学科の検索結果

の授業科目情報

設置者コード、学校

コード、学科コー

ポートレート

システム閲覧
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を表示する。 ド、年度、学校名、

学科名、科目数、単

位時間、卒業要件、

学期区分、授業期

間、科目分類コー

ド、科目名、概要、

年次、学期、時数、

単位数、講義、演習、

実技、校内、校外、

専任、兼任、企業連

携、備考 

者 

 

 

 

(1) 設置者検索条件設定の出力要求 

機能概要 設置者を検索するための条件を設定する。 

業務処理手順 ① 設置者検索条件設定 

設置者の検索条件(年度、設置者名、代表者名、学校の所在地)入力し、「選択条

件で検索」ボタンをクリックする。 

設置者名、代表者名は、いずれも部分一致検索が行われる。 

出力要求画面 

 

 

(2) 設置者検索結果一覧の出力要求 

機能概要 設置者の検索結果を、都道府県別に一覧表示する。 

業務処理手順 ① 設置者基本情報表示 

設置者基本情報を表示する設置者名をクリックする。 
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出力要求画面 

 

 

(3) 設置者基本情報の出力要求 

機能概要 設置者の検索結果の詳細を表示する。 

業務処理手順 ① 設置者基本情報表示 

設置者基本情報を表示する。 

② 学校基本情報表示 

学校名をクリックすることで、学校基本情報を表示する。 

出力要求画面 

 

 

(4) 学校検索条件設定の出力要求 

機能概要 学校を検索するための条件を設定する。 

業務処理手順 ① 学校検索条件設定 

学校の検索条件(年度、設置者名、代表者名、学校名、校長名、学校の所在地 )

入力し、「選択条件で検索」ボタンをクリックする。  

設置者名、代表者名、学校名、校長名は、いずれも部分一致検索が行われる。 
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出力要求画面 

 

 

(5) 学校検索結果一覧の出力要求 

機能概要 学校の検索結果を、都道府県別に一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学校基本情報表示 

学校基本情報を表示する学校名をクリックする。 

出力要求画面 

 

 

(6) 学校基本情報の出力要求 

機能概要 学校の検索結果の詳細を表示する。 

業務処理手順 ① 学校基本情報表示 

学校基本情報を表示する。 

② 学科基本情報表示 

学科名をクリックすることで、学科基本情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(7) 学科検索条件設定の出力要求 

機能概要 学科を検索するための条件を設定する。 

業務処理手順 ① 学科検索条件設定 

学科の検索条件(年度、学校名、認定学科名、認定課程名、分野、称号、学修

支援、経済的支援制度、第三者による学校評価、学校の所在地 )入力し、「選択

条件で検索」ボタンをクリックする。 

学校名、認定学科名、認定課程名は、いずれも部分一致検索が行われる。 

出力要求画面 

 

 

(8) 学科検索結果一覧の出力要求 
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機能概要 学科の検索結果を、都道府県別に一覧表示する。 

業務処理手順 ① 学校基本情報表示 

学校基本情報を表示する学校名をクリックする。 

② 学科基本情報表示 

学科学校基本情報を表示する学科名をクリックする。 

出力要求画面 

 

 

(9) 学科基本情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の基本情報を表示する。 

業務処理手順 ① 学科基本情報表示 

学科基本情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(10) 学科生徒・教員情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の生徒・教員情報を表示する。 

業務処理手順 ① 学科生徒・教員情報表示 

学科生徒・教員情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(11) 学科学修成果情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の学修成果情報を表示する。 

業務処理手順 ① 学修成果情報表示 

学修成果情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(12) 学科第三者評価情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の第三者評価情報を表示する。 

業務処理手順 ① 第三者評価情報表示 

第三者評価情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 

出力要求画面 

 

 

(13) 学科教育課程編成情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の教育課程編成情報を表示する。 

業務処理手順 ① 教育課程編成情報表示 

教育課程編成情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(14) 学科企業連携授業情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の企業連携授業情報を表示する。 

業務処理手順 ① 企業連携授業情報表示 

企業連携授業情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(15) 学科教員研修情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の教員研修情報を表示する。 

業務処理手順 ① 教員研修情報表示 

教員研修情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(16) 学科学校関係者評価情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の学校関係者評価情報を表示する。 

業務処理手順 ① 学校関係者評価情報表示 

学校関係者評価情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(17) 学科学校情報提供情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の学校情報提供情報を表示する。 

業務処理手順 ① 学校情報提供情報表示 

学校情報提供情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 

 

 

(18) 学科授業科目情報の出力要求 

機能概要 学科の検索結果の授業科目情報を表示する。 

業務処理手順 ① 授業科目情報表示 

授業科目情報を表示する。 

② 学科関連情報表示 

「基本情報」「生徒・教員」「学修成果」「第三者評価」「教育課程編成」「企業

連携」「教員研修」「学校関係者評価」「学校情報提供」「授業科目」をクリック

することで、クリックされた学科関連情報を表示する。 
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出力要求画面 
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6  品質・性能要求 

 

6.1  システム全体についての要求 

 

6.1.1  性能要求 

 通常時で 5 秒以内、繁忙期で 10 秒以内のレスポンスであること。 

 

6.1.2  品質要求 

 

① 使用性（操作性）の要求 

 ポートレート情報検索機能は、操作説明書なしで容易に操作できる使用性であること。 

 ユーザアカウント管理やポートレート情報登録機能は、一般的な事務職程度の IT スキル

があれば、操作説明書を見ながら操作できる使用性であること。 

 

② 保守性の要求 

国内データセンターでサーバ管理を行うこと。 

 

③ 信頼性の要求 

データセンターの稼働率は、計画的システム停止を除き 99.9%以上とする。 

防火・地震対策システム、停電対策・24 時間管理体制などを備えていること。 

過去 5 日分以上のバックアップを保有し、必要に応じてリストアできること。 

複数のバックボーン回線を有すること。 

 

6.2  個々の機能に関連する要求 

 

6.2.1  性能要求 

 検索機能の利用時には、複数テーブルの直積が発生し、大量のメモリを消費することが

想定される。 

 検索によるテーブルの結合が発生した場合でも、スラッシングによる大幅遅延が発生し

ないこと。 

 

6.2.2  品質要求 
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① 移植性の要求 

 Web アプリケーションのデファクトスタンダードである LAMP(Linux、Apache、

MySQL、PHP)環境を利用し、容易に移植ができること。 

 

② 接続性の要求 

 利用者は、一般的なインターネット環境(TCP/IP による接続、ブラウザによる Web ペー

ジ表示機能)があれば、システムが利用可能であること。 

 

③ 拡張性の要求 

 データ量の増大に対して、容易にデータベース容量が追加できる構成であること。 

 業務処理量の増大に対して、容易に高性能なサーバ環境に移行可能であること。 
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7  セキュリティ要求 

 

7.1  セキュリティポリシー 

情報セキュリティ基本方針 

 

情報資産を事故・災害・犯罪などの脅威から守り、社会の信頼に応えるべく、情報セキ

ュリティ基本方針を定め、当社の情報セキュリティに対する取り組みの指針とする。  

 

1.情報セキュリティポリシーの整備 

セキュリティの維持及び改善のために必要な管理体制を整備し、必要な情報セキュリティ

対策を定める。 

2.リーダーシップにおける責任および継続的改善 

本方針の遵守により、情報資産が適切に管理されるよう主導する。 

3.法令、契約上の要求事項の遵守 

事業活動で利用する情報資産に関連する法令、規制、規範及びお客様との契約上のセキュ

リティ要求事項を遵守する。 

4.利用者の取組み 

情報セキュリティの維持及び改善のために必要とされ知識、技術を習得し、情報セキュリ

ティへの取り組みを確かなものにする。 

5.違反及び事故への対応 

情報セキュリティに関わる法令、規制、規範及びお客様との契約に関わる違反及び情報セ

キュリティ事故への対応のための体制を整備し、違反及び事故の影響を低減する。 

 

7.2  不正アクセスの防止 

 

7.2.1  不正侵入への対策 

Dos、ポートスキャン、バッファオーバーフロー、ワーム、スプーフィング、ブルート

フォースアタック、SQL インジェクション、クロスサイトスクリプティング等の不正アク

セスを検知できる機能を有すること。 

アカウントを有する正当な利用者以外は、システムの利用ができない機能を備えること。 

利用者のアクセス権を適切に管理するため、利用者が用いるアカウント（ユーザ ID、パ

スワード、権限等）を管理（登録、更新、停止、削除等）するための機能を備えること。 
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7.2.2  内部利用者のアクセス制御 

 内部利用者は、システム全体の管理権限を有する「システム管理者」、特定の設置者に関

連する情報の管理権限を有する「設置者管理者」、特定の学校に関連する情報の管理権限を

有する「学校管理者」、特定の学科に関連する情報の管理権限を有する「学科管理者」、特

定の科目に関連する情報の管理権限を有する「科目管理者」に分類し、自己の権限の範囲

内に限定したアクセスを許可する。 

 

 

 

7.3  情報の保護 

7.3.1  伝送データの保護 

通信回線に対する盗聴行為や利用者の不注意による情報の漏えいを防止するため、通信

回線を暗号化する機能を備えること。 

全ての利用者は、HTTPS 等の暗号化プロトコルを利用してシステムを利用すること。 

運用・保守オペレーションにおいて運用管理端末からサーバにアクセスする際は、SSL、

SSH 等のセキュアなプロトコルを使用すること。 

 

7.3.2  データベースの保護 

情報システムに蓄積された情報の窃取や漏えいを防止するため、情報へのアクセスを制限

できる機能を備えること。 

利用者を認証するための情報をデータベース上に保存する場合は、暗号化やハッシュ化等

の措置を行い、データベースの情報が漏洩した場合でもパスワードの解析が不可能な状態

で保存すること。 

システム管理者 

システム全体の管理権限者 

設置者管理者 
設置者全体の管理権限者 

学校管理者 
学校全体の管理権限者 

学科管理者 
学科全体の管理権限者 

科目管理者 

特定科目の管理権限者 
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データベースを格納するハードディスクは、ディスク 1 台の故障ではデータを失わない

冗長構成であること。 

過去 10 日分以上のバックアップを自動的に保有し、必要に応じてリストアできること。 

自動的なバックアップ以外に、随時、手動でバックアップが取得可能であること。  

 

7.4  ウイルス対策 

第三者によるセキュリティ診断サービス等を利用し、ネットワーク上の脆弱性を客観的

かつ厳格にチェックできること。 

 


